
どもの登下校を見守る
森下町見守りグループが文部科学大臣賞

年のスタートダッシュ！爽快に
清見新春マラソン

たちの節目、決意あらたに
各地域で新成人を祝うつどい
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校統合の記念に臥龍桜
朝日小学校で記念植樹
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カメラレポポーートト
みなさんの笑顔をお届けします…

　毎月15日号は、市民のみなさんに季節の話題や
出来事などを主にお伝えしています。
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　子どもの登下校を見守る活動が評価され、森下町見
守りグループ（代表：高野喜代行さん）が学校安全ボラン
ティア活動奨励賞の文部科学大臣賞を受賞しました。
　土野市長に受賞を報告した高野代表は「今後も地域
の安心安全に寄与したい」と語り、市長は「地域安全活
動の励みであり、市全域に広がってほしい」と話しました。

　高根・日和田・秋神の各小学校と統合した朝日
小学校で、全校児童が統合記念の植樹をしました。
　植樹には臥龍桜の苗木を使用。千年を超える樹
齢の小桜にちなみ、「千年先の未来まで朝日小を見
守って」「立派に成長して」と児童は共通の願いを
確認し合い、グラウンド周辺に学年ごとに苗を植え
ていきました。

　今年で26回を数える「清見新春マラソン」が、清見
町のＢ&Ｇ海洋センター周辺を会場に行われ、170人
が参加しました。
　2歳から 57歳までの参加者が、1.5km、2.5km、
3.5kmの 3コースに挑戦。当日は小雪が舞うあいにく
の天候でしたが、全員が見事完走しました。

　今年は市内で1,039人が成人を迎え、各地域で「新成人を
祝うつどい」が開催されました。このつどいは、新成人などの
実行委員会が企画・運営するもので、約3ヶ月前から準備をし
てきました。
　当日は、合唱やビデオ上映などさまざまな趣向が凝らされる
中、同級生や恩師との久々の再会に和やかなムードでした。


